
地域の情報をお届け！ 広島北部トピックス

千
代
田
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
で
は
お
盆
の

時
季
に
墓
に
供
え
る
色
と
り
ど
り
の
盆
灯

籠
が
店
頭
に
並
び
ま
し
た
。こ
の
盆
灯
籠

は
全
て
地
元
で
製
造
さ
れ
て
お
り
、 

ミ
ニ
ト
マ
ト
生
産
者
で
あ
る
「Eri’s 

Vegetable

」が
空
き
時
間
を
有
効
活
用

し
、４
年
前
か
ら
盆
灯
籠
の
製
造
を
始
め

て
い
ま
す
。今
年
度
は
５
月
か
ら
約
２
０

０
０
本
を
製
造
し
ま
し
た
。代
表
の
頼
光

恵
理
さ
ん
は「
ミ
ニ
ト
マ
ト
同
様
、手
に

取
っ
て
喜
ん
で
く
れ
る
人
の
た
め
に
、今

後
も
心
を
込
め
て
作
っ
て
い
き
た
い
」と

力
を
込
め
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
広
島
と
Ｊ
Ａ
共

済
は
特
別
協
賛
と
し
て
高
校
生
の

神
楽
甲
子
園
を
応
援
し
て
い
ま

す
。７

月
11
日
に
は
Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま

の
広
島
北
部
地
域
管
内
の
出
場
校

で
あ
る
広
島
新
庄
高
校・千
代
田

高
校・吉
田
高
校
の
３
校
に
地
域

貢
献
活
動
と
し
て
佐
々
木
祥
文
常

務
理
事
に
よ
り
支
援
金
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。今
大
会
は
７
月
20
日・

21
日
に
安
芸
高
田
市
美
土
里
町
の

神
楽
門
前
湯
治
村
で
開
催
さ
れ
、

県
内
外
か
ら
過
去
最
多
の
22
校

（
内
広
島
県
は
７
校
）が
出
場
し
、

た
く
さ
ん
の
来
場
者
の
前
で
大
迫

力
の
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

高
校
生
の
神
楽
甲
子
園
を
応
援

▲配置の仕方によって見方が変わるため皆真剣です

広
島
の
夏
の
風
物
詩 

～
盆
灯
籠
づ
く
り
～

▲Eri’s Vegetableの若林さん（左）と頼光さん（右）

高
宮
支
店
は
７
月
８
日
に「
フ
ラ
ワ
ー

シ
ョ
ッ
プ
わ
か
ば
」の
山
本
英
子
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、ハ
ン
ギ
ン
グ
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。町
内
在
住
の
15
名
の
参
加

者
が
植
え
付
け
の
注
意
点
や
管
理
の
仕
方

を
聞
き
、ハ
ン
ギ
ン
グ
プ
ラ
ン
タ
ー
と
呼

ば
れ
る
吊
り
下
げ
型
の
鉢
に
オ
リ
ヅ
ル
ラ

ン
や
ワ
イ
ヤ
ー
プ
ラ
ン
ツ
な
ど
６
種
類
の

植
物
を
入
れ
て
い
き
ま
し
た
。「
ど
の
よ

う
に
植
物
を
配
置
し
て
い
く
か
考
え
る
の

が
と
て
も
楽
し
い
。同
じ
町
の
人
と
話
を

す
る
良
い
機
会
で
も
あ
る
の
で
ま
た
参
加

し
た
い
」と
参
加
者
か
ら
好
評
で
し
た
。

ハ
ン
ギ
ン
グ
講
習
会
で
交
流
の
場
づ
く
り

　
～
高
宮
支
店
～

▲広島新庄高校（悪狐伝） ▲吉田高校（鈴鹿山）

▲�吉田高校神楽部部長の植田虎安さん（左）に
　佐々木常務理事らがエールを送りました

▲千代田高校（紅葉狩）

広島北部地域
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単位：日、㎏、円
性別 父 母の父 母の祖父 日令 体重 価格 性別 父 母の父 母の祖父 日令 体重 価格

雌

北美津久 耕富士 安福久 300 274  663,300 

去
勢

福之鶴 安福久 勝忠平 286 378  1,107,700 
花勝百合 隆之国 安糸福 262 305  569,800 北美津久 福之姫 美国桜 279 345  909,700 
花勝百合 勝白福 美津百合 309 339  563,200 福之鶴 安福久 百合茂 288 368  772,200 
花勝百合 隆之国 百合茂 276 296  553,300 福之姫 幸紀雄 安福久 286 321  742,500 
花勝百合 秋忠平 勝平正 264 349  551,100 紀多福 美国桜 第２平茂勝 307 356  ★737,000 
諒太郎 安福久 百合茂 287 299  536,800 福之姫 直太郎 安福久 274 330  721,600 
百合美 百合白清２ 安福久 268 333  533,500 華勝栄 美国桜 勝忠平 276 357  706,200 
百合未来 安福久 平茂勝 285 292  524,700 福之姫 安福久 平茂勝 311 338  704,000 
知恵久 美国桜 百合茂 294 312  ★521,400 福之姫 幸紀雄 安福久 259 337  675,400 
花勝百合 美津照重 勝忠平 268 280  515,900 福之姫 安福久 勝忠平 286 336  663,300 

★マークは管内からの出品牛です。

子牛市場成績  種雄牛別せり成績（せり価格上位10傑）７月10日

刈
り
取
り
に
向
け
て

仕
上
げ
の
時
期
で
す
！

ポ
イ
ン
ト
を
お
さ
え
て
良
質
米
に

仕
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
良
質
米
に
仕
上
げ
る

　
　
　
　
　
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
①
適
期
落
水

　
　
　
　
②
適
期
刈
取

　
　
　
　
③
水
分
調
整

①
適
期
落
水

　
間
断
潅
水

�　
出
穂
後
30
日
ま
で
は
、米
粒
が
肥
大
し

て
い
ま
す
。間
断
潅
水
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

　
落
水
目
安

�

　
落
水
は
出
穂
後
25
～
30
日
と
し
、刈
り

取
り
作
業
に
支
障
が
な
い
限
り
遅
く
し
ま

し
ょ
う
。

②
適
期
刈
取

早
生
品
種　
出
穂
後
35
～
40
日

中
生
品
種　
出
穂
後
40
～
45
日

③
水
分
調
整

上
手
な
乾
燥
調
整

乾
　
燥

〇�

収
穫
後
の
籾
は
で
き
る
だ
け
早
く
乾
燥

機
に
張
り
込
み
、通
風
乾
燥
を
行
な
う
。

〇�

乾
燥
は
玄
米
水
分
14
・
５
～
15
％
。
過

乾
燥・水
分
過
多
に
注
意
。

籾
摺
り

〇�

乾
燥
直
後
の
籾
摺
り
は
、肌
ず
れ
や
胴

割
れ
が
発
生
し
や
す
い
た
め
、籾
の
温

度
が
下
が
っ
て
か
ら
作
業
を
す
る
。

出
　
荷

〇�

出
荷
米
は
、皆
掛
重
量
30・５
㎏
で
す
。

栽
培
や
調
整
時
に 

対
策
を
し
ま
し
ょ
う
！

カ
メ
ム
シ

出
穂
前
後
の
病
害
虫
防
除
を
徹
底（
稲
作

暦
に
準
じ
て
行
な
い
ま
し
ょ
う
）

検
査
時
に
検
査
用
カ
ル
ト
ン（
１
，０
０
０

粒
）に
左
記
以
上
の
カ
メ
ム
シ
被
害
が
確
認

さ
れ
た
場
合
、等
級
低
下
に
な
り
ま
す
。

　
１
等
：１
粒
ま
で

　
２
等
：３
粒
ま
で

　
３
等
：７
粒
ま
で

籾
の
混
入

籾
摺
り
作
業
時
に
籾
摺
り
機
の
調
整
を
行

な
う
。

籾
の
混
入
は
等
級
低
下
に
な
り
ま
す
。

　
１
等
：３
粒
ま
で

　
２
等
：５
粒
ま
で

　
３
等
：10
粒
ま
で

保
有
米
を
残
し
、 

全
量
出
荷
を
お
願
い
し
ま
す
！

刈
取
適
期

　

�

圃
場
の
籾
の
黄
化
率
が

90
％
以
上
の
状
態

※�

早
刈
取
は
、青
米
・
未
熟
米
が
増
加

し
ま
す
。

※�

刈
遅
れ
は
、胴
割
粒
・
着
色
粒
が
増

加
し
米
の
ツ
ヤ
が
な
く
な
り
ま
す
。

サ
ツ
マ
イ
モ
の
病
害
虫
対
策

管
内
で
も
た
く
さ
ん
の
方
が
植
え
ら
れ
て

い
る
サ
ツ
マ
イ
モ
。病
害
虫
の
対
策
を
し
て
、

収
穫
の
秋
へ
向
け
て
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

〇
コ
ガ
ネ
ム
シ

〈
症
状
〉

主
に
８
～
９
月

頃
、幼
虫
に
よ
る

塊
根
へ
の
食
害
が

発
生
。

表
面
へ
不
正
円
形
ま
た
は

細
長
く
ミ
ミ
ズ
状
に
え
ぐ
っ

た
よ
う
に
か
じ
ら
れ
る
。

〈
対
策
〉

植
え
付
け
前
～
生
育
中
に
土
壌
へ
殺
虫
剤

を
散
布
す
る
。

来
年
へ
向
け
て
の
対
策

〇
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ

〈
症
状
〉

植
え
付
け
２
カ
月
後
頃
か
ら
根
に
直
径
２

～
３
㎜
の
小
さ
な
こ
ぶ
が
形
成
さ
れ
る
。大

き
な
根
こ
ぶ
に
は
な
ら
ず
、小
さ
な
こ
ぶ
が

連
な
っ
て
形
成
さ
れ
る
。肥
大
し
た
塊
根
で

あ
っ
て
も
、寄
生
を
受
け
る
と
割
れ
、裂
開
、

く
ぼ
み
、く
び
れ
、曲
が
り
等
が
発
生
す
る
。

〈
対
策
〉

前
年
被
害
を
受
け
た
圃
場
で
は
輪
作
を
行

な
う
。

植
え
付
け
前
に
農
薬
を
散
布
し
、密
度
を

減
少
さ
せ
る
。

水
　稲

集
落
法
人
連
絡
協
議
会 

総
会
を
開
催

６
月
18
日
に
千
代
田
支
店
３
階
に
お
い
て

Ｊ
Ａ
ひ
ろ
し
ま
広
島
北
部
地
域
集
落
法
人
連

絡
協
議
会
総
会
を
開
催
し
、令
和
５
年
度
の

活
動
報
告
や
令
和
６
年
度
の
計
画
、役
員
の

改
選・規
約
の
改
正
な
ど
４
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。同
協
議
会
は
広
島
北
部
地
域
管

内
の
43
法
人
で
構
成
さ
れ
、研
修
会
等
を
通

じ
て
経
営
の
安
定
や
発
展
を
目
指
し
、地
域

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し

て
い
ま
す
。

総
会
で
は
、「
農
業
法
人
に
お
け
る
組
織

連
携
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」と
題
し
、株

式
会
社
サ
タ
ケ
の
植
向
直
哉
さ
ん
に
よ
る
研

修
会
も
開
催
さ
れ
、出
席
者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

▲�力を合わせて地域農業の発展に取り組みます

野
　菜

農 

薬 

名

ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン
粒
剤
５

使
用 

時
期・量

収
穫
30
日
前
ま
で

４~

６
㎏
／
10
ａ

回　
　
数

３
回

使
用
方
法

作
付
け
前
：�全
面
ま
た
は
作
条

土
壌
混
和

生 

育 

中
：�作
条
処
理
し
て
軽

く
覆
土

農 

薬 

名
ネ
マ
キ
ッ
ク

粒
剤

ネ
マ
ト
リ
ン

エ
ー
ス
粒
剤

使
用

時
期
・
量
植
え
付
け
前

15
～
50
㎏
／

10
ａ

植
え
付
け
前

10
～
30
㎏
／

10
ａ

回　
　
数
１
回

１
回

使
用
方
法
全
面
土
壌
混
和
全
面
土
壌
混
和

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
へ

特
産
品
を
寄
贈

６
月
７
日
に
Ｊ
Ａ
共
済
連
広
島・Ｊ
Ａ
全

農
ひ
ろ
し
ま
と
安
芸
高
田
市
吉
田
町
に
あ
る

サ
ッ
カ
ー
公
園
で
贈
呈
式
を
開
き
、サ
ン
フ

レ
ッ
チ
ェ
広
島
に「
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
応
援

米
」３
２
０
㎏
と
ブ
ラ
ン
ド
茶「
三
矢
え
び

す
茶
」を
寄
贈
し
ま
し
た
。「
サ
ン
フ
レ
ッ

チ
ェ
応
援
米
」は
全
農
ひ
ろ
し
ま
と
サ
ン
フ

レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
共
同
企
画
商
品
で
、地
元

生
産
者
ら
が
育
て
た
あ
き
さ
か
り
を
使
用
し

て
お
り
、（
株
）フ
レ
ス
タ
な
ど
で
販
売
。
売

上
の
一
部
は
チ
ー
ム
の
強
化
資
金
に
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
の
青

山
敏
弘
選
手
は「
贈
呈
い
た
だ
い
た
美
味
し

い
お
米
が
、日
々
戦
い
続
け
て
い
る
僕
た
ち

の
活
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。み
な
さ
ん
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
に
、こ
れ
か

ら
も
チ
ー
ム
全
員

の
力
を
合
わ
せ
て

戦
っ
て
い
き
ま

す
」と
話
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
は
安
芸

高
田
市
の
ス
ポ
ン

サ
ー
ド
ゲ
ー
ム
に

も
協
賛
し
て
お

り
、リ
ー
グ
優
勝

へ
向
け
た
ア
シ
ス

ト
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

▲�吉田サッカー公園でサンフレッチェ広島のみなさんと

広島北部地域広島北部地域

なるほどえ～のぅ!営農情報
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お知らせカレンダー月9 年金相談会年金 《吉　田》  9時～15時
《千代田》10時～15時

その他予定 アグリセミナー
講義予定

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

 

吉
田
支
店

 

千
代
田
支
店

産
直
市
の
日

◆
ほ
う
れ
ん
草
栽
培

 

吉
田
支
店

 

吉
田
支
店

◆
春
菊
栽
培

 

吉
田
支
店

 

千
代
田
支
店

ふ
れ
あ
い
活
動
日

 

吉
田
支
店

◆「
売
れ
る
ブ
ド
ウ
」栽
培
講
座

 

吉
田
支
店

ご報告

令和５年度期首残高 2,474,247,928円

Ａマート向原店店舗改修工事 18,970,000円

大朝支店金融店舗移転工事 34,999,600円

広島北部地域本部（旧ＪＡ広島北部本店）空調機更新工事 54,570,000円

向原ライスセンター屋根改修工事 12,536,680円

高宮ライスセンター屋根改修工事 10,221,820円

大朝インター給油所洗車機更新工事 7,511,125円

令和５年度取崩額合計 138,809,225円

令和５年度末残高 2,335,438,703円

（農業・地域振興積立金の積立・取崩）
第８条　�各被合併組合の地域を対象とする活動資金として、第７条

により新組合に引き継ぐその他利益剰余金のうち一部を被
合併組合単位で農業・地域振興積立金として積み立てる。

②�この農業・地域振興積立金は、合併後10年間、被合併組合単位に持
分管理することとし、その地域において次の各号に掲げる目的が
達成された場合、必要額を取り崩すものとする。

１．�地域における農業振興等に寄与する共同利用施設（土地、建物等）
の取得・更新資金

２．�地域における組合員組織、生産者組織、協力組織等の育成強化に
必要な経費

３．地域における協同活動に必要な経費
４．�地域における組合員の健康増進・高齢者対策等に関する活動資金、

施設の取得に要する資金
５．上記のほか地域の振興を図るために要する資金
③�合併後10年間を経過した時点における残余は、総代会の決議によ

り他の目的積立金へ積み替えるものとする。

【参考】合併契約書（抜粋）

去る、６月25日に開催された第１回通常総代会において、令和５年度事業報告ならびに令和６年
度事業計画などを承認いただきました。

当ＪＡは経営理念として「持続可能な農業の実現」、「豊かで暮らしやすい地域社会の実現」、「ＪＡ
組織の基盤強化」を掲げ、引き続き役職員一丸となって取り組むとともに、安全で安心な農畜産物の
生産・供給により地域農業を振興し、総合事業を通じて「食と農を基軸として地域に根ざした協同組
合」の存立を目指してまいります。組合員、利用者のみなさまには、今後ともより一層のご理解とご
協力を賜りますようお願い申しあげます。

さて、旧ＪＡ広島北部からＪＡひろしまへ引き継がれております「農業・地域振興積立金」の令和
５年度における取崩額は次のとおりとなりましたのでご報告をいたします。
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